
転倒率（‰）

当院は回復期リハビリテーション病棟の病床が多く、活動性を⾼めながら医療を⾏う必要がある。
また、⼊院患者の約7-8割が脳卒中患者であり、⾼次脳機能障害や認知障害を持つ患者が多い。
そのため、危険認知が低下している患者が⼀定数⼊院しているため、転倒率が⾼いことが考え
られる。⼀⽅、2022年度は、重症者の割合が50-60％と⾼く、転倒転落が多いことが予想される。
中等度の患者が減少したことが転倒率低下に現れていると考えられる。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
転倒率 6.0 4.9 4.4 3.8 2.8
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参考値
2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

全⽇本病院協会 データなし 3.06 3.01 2.9 データなし
⽇本医療機能評価機構 4.67 4.71 4.8 4.58 データなし


